













筆者は先に、 石山本願寺合戦を描く軍書である 『信長記拾遺』 につ
いて検討を行い、この作品が、実録の『石山軍鑑』 （立耳軒著、明和八年（一七七一）成）を種本とす ものであること、そして種本に拠りながらも、籬島自身や板元書肆の浄土真宗との関連や板行に際する配慮的な企図 要因に、宗派に関わ 叙述を弱め 軍書・小説としての色合いを強める方向性 持っ 形成された様相を明らかにした
（４）
。本稿では、 『信長記拾遺』に次ぐ小説の二作目で、従来




二一条から成る敵討話であり、挿絵が一〇図入 、籬島の自序がある。この板本の特異な点としては 題名 、外題・内題・目録題・
一、秋里籬島の初期小説　『忠孝人竜伝』 （半紙本五巻五冊、天明二年（一七八二）正月京都永田調治等刊）は、秋里籬島が著した読本である。籬島の著述は、安永五年（一七七六）正月刊『信長記拾遺』に始まり、同年九月刊
『誹諧早作伝』 、安永九年七月刊『都名所図会』と続き、本作は四作目となる。評判を得て大流行の書となる『都名所図会』が世に出た後であるものの、本作の著述・出版は、一連の名所図会が続刊される事態には先立つ時期に当り、籬島 ごく初期の 述活動のうちに位置するもの して注目される。　
この作品についてこれまでに言及されたところを挙げると、浅野
三平氏は、これが籬島の唯一の本格的読本であり、 「天明二年という早い時期にものされていることは注目に値する。なぜなら、この期には読本界に未だ京伝・馬琴の活躍は見られず 明和安永期の上方読本とでも言うべき短篇を主 す 前期読本が主流をなしていた時代だからである。 」と述べられてい
（１）
。また横山邦治氏は「発




























 ある夜、勇助は通りがかった中山五助の屋敷前で侍に因縁をつけられるが、剣術の手練により見事な立ち回りを見せる。これに感じた屋敷の主人中山が所望し、勇助は山中の屋敷 奉公に出る。ある日五助の留守中、勇助は屋敷の箪笥に筑紫の山中惣次郎の免状を見つけ、五助 敵であることを知る。のち、気を許した五助親子も、勇助が 太郎であると 知らずに事実を告白する。
勇助（図書） 、啼猿と謀り、中山の息子を斬る　
 暇を得て啼猿方に戻った勇 は 敵発覚の次第が全て啼猿の智謀であったことを知る。啼猿と敵討を密談し、まず五助の息子半吾をおびき出し、ここに合流し 江原兄弟とともに半吾を斬る。
敵討願書を差上、評定、成就　










 東条の家来であ 江原利兵衛・嘉兵衛兄弟 、敵山中の居所を捜し出すために出立し、吾妻の方に向かう。その途次、兄弟は路費を得るため、利兵衛が南蛮風衣装を着し、嘉兵衛がその家来姿をして南蛮流の名医より伝授された瘡の薬を調合し、売り弘める。
東条の一子助太郎（図書） 、敵捜しに出立　
 その後、東条の一子助太郎も成長して一五歳になり 西国巡礼と称して主君の許しと刀を賜わり、図書と改名して敵捜しに出 吾妻の方へ向かう。小田原にて同宿の侍に山中の居所 伊勢路か大和郡山と聞かされ 引き返してまず伊勢路へ向かう。
江原弟の妻、遊女となる　
 江原嘉兵衛の妻お瀧は夫の身を案じて大坂まで る 、勾引遭って新町に売られ、松野と改名 て 行の遊女となる。松野は富豪の昆陽池銭右衛門に身請けされ、古物を蒐集して奢侈を尽くし、相場に手を出して金銀を蓄える。
図書に俳諧宗匠寒灯庵啼猿が助力、剣術名人浅田帯刀に入門する　






のほうでも元は小田原宿での一条が存在していたものが脱落したのではないだろうか。また二条目は、 遊女となった江原弟の妻お瀧 （松野）の身請け後の暮らしを描く内容である。これは敵討話 本筋には関わらない挿話的な部分であり、こ 条が無い『敵討忠孝伝』においても不可解 展開とはならない。この内容は、作品の終末部において、敵討の場にお瀧が現れて自身のこれま の経緯を告白する部分に繋がるが、この終末部に語られる内容に合う形で増補されたこともあり得るものである。　
続いて、筋や人物の点ではほぼ同一と言える本文について精粗の
具合を比較してみると、 大き 点として『忠孝人竜伝』 ほうに『敵討忠孝伝』にはないくだり（終末部 て図書主従の帰国後 筑紫の主君の上覧に入る敵討の経過・成就の書付が記され、これによって本話の大筋が再述されることとなっている）があるほか、もう少し委細な点において、次の例のような違い 散見される。 （句読点・引用符は引用者による。 ）［中山に奉公を所望された図書の処置を主人の帯刀が決める段］『敵討忠孝伝』　　
 「 （前略）御主人御賢慮あらは如何様にも仰付られたし」と申けれは、 帯刀しはらく思案し、 「我存念ならは中山方へ遣すへし。今日より随分忠勤を けむへし。則長五郎の余義なき御事故則勇助義吾助殿方へ遣すべし。 」と申けるにそ、長五郎悦び勇助を伴ひて吾助方へぞ遣わ けり。
『忠孝人竜伝』　　
 「 （前略）御主人御賢慮あらはいかやうにも仰付 るへし」と申けれは、帯刀暫く思案し、 「我存念な ば中山方へ今日より
一点のみであるが、 その奥書には「此書物誠に実録にして世に多しといへともとりわけ其根元を糺し書もとむる 也」とあり、 これに拠るならば、 この実録 ある程度流布していたと窺わせるものである。 しかしながら、 書写者・年代の記載はなく、 また、 この実録自体の作者と成立年代についても知る手掛かりを得ることはできない。　
ここで、籬島の『忠孝人竜伝』と実録『敵討忠孝伝』を比較した









これに当たる本文も無く、残る一条は、一部欠けるものの本文は直前の条の中に含まれて る。さらに他 も、対応する両書の で『忠孝人竜伝』のみに附り書きの添えられた条も見られるといった状況である。　
このように、実録『敵討忠孝伝』に比べて『忠孝人竜伝』のほう















してきた結果、ほぼ全編にわたっ 内容は同一であるなか、目 ・内容共『忠孝人竜伝』のほうが多く、また文章の整い具合と完成度についても『忠孝人竜伝』のほうが高いことは確かめられたが、その前後関係を明らかにするまでの証拠は見出さ ない。しかし、籬島の第一作である 信長記拾遺 が、 『石山軍鑑』をもとに著されているという籬島作品と実録 関係から 、籬島がこのとき同じ手法を取り、既存の実録を利用し 『忠孝人竜伝』を著したことは強く推測されるところである。　
そして、冒頭に述べたように『忠孝人竜伝』と交渉があると思わ
れる実録として、高橋圭 氏が『非莫不朽全書』 （ 非英不朽全 』 ）
奉公に遣すへし。随分忠勤をはけみ奉公すへし。 」と則長五郎に対面し、 「余儀なき御頼み辞するに詞なし。今日より五助方へ遣すへし。右の段御傳えられよ。 」とあれば、長五郎大ひに悦ひ則勇助を召連れ五助方へぞ遣しける。
［山中の息子を斬る場で、図書が合流した江原兄弟を啼猿に示す段］　









と云けれは、図書半吾 引寄せ、 「ヤア道ならずのうろた 者。我こそ東条助太夫か一子図書、同家来江原兄弟。汝父惣治郎に親父助太夫を討れし無念の程推量せよ。 （後略） 」
　
ここに挙げた二例とも、 『敵討忠孝伝』では複数方向へ 発話を




















の筑紫城主家に関しては、黒田騒動を用いている。 れは、寛永年間（一六二四―一六四八）における、福岡藩主黒田忠之による側近倉八十太夫を重用した失政 対し、改易を恐れた旧臣栗山大膳が幕府に出訴するという御 騒動であり この件を素材 した黒田騒動物と称される実録群が明和五年以降大きく展開してい
（
14）。本話





と照らすと、山中惣次郎による東条助太夫斬殺から図書・江原兄弟の敵討出立、小田原での手掛かり、郡山における浅田帯刀の助力山中家への奉公からの敵の発覚、敵討成就という大筋は『忠孝人竜伝』 と通じる話である。ところが前述 よう 『敵討忠孝伝』 と 『忠孝人竜伝』との一致の具合とは状況 異なっている。この実録でまず、この敵討を黒田藩家臣のこ とし、寛文一一年（一六七 ）一〇月一六日に成就したと時期を明示している。内容においては、『忠孝人竜伝』にある江原兄弟の薬の売弘の件はなく、兄弟が瘡を病み、袖乞いをして江戸と大坂を巡る点や 遊女となった嘉兵衛の妻は身請けされるのではなく大坂で悪者に殺される件 そして郡山では俳諧宗匠の啼猿は登場せず、これに相当する者として髪結の市兵衛と浪人の坂部庄馬という 物が出てきて敵討 助力す 点など、とくに中盤以降に、大筋で重なる展開 なか 『忠孝人竜伝』とかなりの差異が見出されるものである。四、敵討話の形成　
次に、 『敵討忠孝伝』 および 『忠孝人竜伝』 の敵討話そのものがどの




















弟が敵討に出立、尋ね廻った末に赤堀が改名して亀山城主家中に仕えることを突き止め、兄弟は奉公人として家中に入り、討ち果たしたというものである。 『敵討忠孝伝』 および 『忠孝人竜伝』 の敵討話は、この話での敵の居所を突き止めて奉公人となっ 潜入するという展開を、啼猿の智謀で奉公に出された先で敵を突き止めるというように若干の改変を加えつつ用いたのではないかと考えられる。　
また、家来の江原兄弟による敵捜しと道中彼らが薬を売り歩く件
に関しても、影響の窺える話がある。この部分を少し詳しく述べと、 『忠孝人竜伝』には、出立して五六年、持参の路費が尽きかけるも未だ敵を捜し当てられずに兄弟 嘆くと ろから、次のようにある。 （句読点・引用符は引用者による。 ）　　
 利兵衛風と思ひ出しいふやうは「先年長崎へ下りける節、南蛮流の名醫方に暫し同居の折から、諸瘡立所に治するの秘法を伝授せり。是は諸の寒薬を以て一旦は忽平癒すとい ども、一両月過れば又本の如くなるの方や。路用の扶けなれは是を調合し













「従元禄年中至宝永年中混雑」 ） 「伊勢亀山敵討の覚」 の一部を次に掲げる。　　





















そして、 先述のように中村幸彦氏が 『非英不朽全書』 が拠っている
と指摘されたうちの、 『敵討襤褸錦』 （元文元年 （一七三六） 初演）
（
20）
からの影響についても捉えておきたい。前項においては、御家騒動との重なりを捉え 大和郡山であるが、 この地 の敵討話というのは 『敵討襤褸錦』 に描かれるところである。 そして の作品の敵討では、 発端に殺されるのが春藤助太夫 （息子の名は助太郎） という人物であり、 東条助太夫・助太郎親子と重なる。 ま 『敵討襤褸錦』 おいて敵討に助力する家来は妻 身売りさせて資金 得ており、 嘉兵衛の妻お瀧が遊女にされ金を蓄えていく件に通じるものと言え 。　
以上のように、 『敵討忠孝伝』および『忠孝人竜伝』の敵討話の
設定と筋について 御家騒動や実録の素材として知られた話 複数種を、改変を加えな ら組み合わせて利用し、作り上げられたであろう実態が認められるのである。


































公に再び竹の杖を渡され、これに乗って家に至る。家人を前に自らの棺を開けると、中にはただ竹の杖があった。そして、乗って帰った竹の杖を葛陂 （河南省の湖沼） に投じたところ杖が青龍となった、という。さら 、のちに費長房は東海（山東省）に赴く。そして日照りに悩むこの地で、彼が捕らえていた神を赦すこ によってたちまちに大雨を降らせた とある。　
つまり「人竜伝」とは、仙人より与えられ、費長房そして龍に化
した杖の変幻から来た命名であろう。そしてこの杖の件 、仙人授けられた神術 よる降雨の験の意味を加えて、本敵討話での面影を知らない敵を捜し当てる智謀 妙を例えたという とではないだろうか。　
次いで、本書をめぐる出版事情に目を向けてみる。本屋仲間の記




















人竜伝』 の独自性を特定することは難しいが、 この作品と実録作品との関係、 そして敵討話そのものの形成段階における実録領域の諸種の事項との繋がりが確かめられた。 続いて、 籬島による 著作が世に出された事情とその位置付けについて考察を加えていきたい。　
まず、書名に「人竜伝」とあることについて、これは関連す 実
録には見えない名称であるが、次の籬島の自序からその意味するところを辿ることができる。 （句読点は引用者による。 ）　　








このなかの「葛陂の杖」というのは、 晋代 ・ 葛洪著『神仙傳』
（
21）「壺
















た作品群であることが明らかにされてい 。籬島 初期小説は、近世中後期の小説 展開のなかで、実録種の絵本読本に先行する意味を持つものとして捉えられるのではないだろうか　　　　　注 （１）
　





















長友氏によると、 『小栗忠孝記』は初版板行後に板木が焼失し、享和二年（一八〇二）に籬島の序文を付す覆刻版が出ており（初版の序は作者随山 ） 序によってこれが貸本屋の需要による板行と知られるということである。この覆刻版の序文執筆という件には、 『忠孝人竜伝』の作者 ある籬島と『小栗忠孝記』の近さが覗え ようにも思われる。前項では、籬島の著述活動 ほうから見て、 実録に拠った『信長記拾遺』の手法との繋がりを推測したが、加えて書肆に関しても併せ見たとき、永田調治が五年前に手がけた敵討物の『小栗忠孝記』 同類の書物として『忠孝人竜伝』が企図 ・出版されたことが考え得る。　
最後に、本項で検討した『忠孝人竜伝』と『信長記拾遺』および




























































































　『非人敵討』 （宝暦四年刊、国立国会図書館蔵）巻末「非人敵討真偽の弁」に「此仇討は慶安年 の事なり。九州の士兄弟親の敵を郡山の家中におひて討たり。又其時節同国大安寺の墓所にて。非人が殺害せられしと採交へ京都大坂へも聞。非 の敵討有と申触しける。 」 （傍線引用者）とあるところに関連する可能性も考えられる。
　（
13）　
　
関西大学図書館中村幸彦文庫蔵『郡山敵討』 （
L
24/14-
151 ）には黒田忠之とあるが、 この写本も年代は寛文一一年
としている。
　（
14）　　
注（７）に同じ。
　（
15）　　
『藩史大事典』 （一九八八年、雄山閣出版）による。
　（
16）　
　
敵討事件について平出鏗二郎氏 『敵討』 （一九七五年覆刻、
藤川
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